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「ノートレイス」プログラムが、ウィ
ルダネス、バックカントリー、キャン
プに導⼊さる。連邦森林局、国⽴公園
局、⼟地管理局が連携し、「リーブ
ノートレイス⼟地倫理」を配布した。



⼟地管理団体、NGO、野外事
業者によるアウトドアレクリ
エーションサミットがワシント
ンDCで開催され、リーブノー
トレイスの組織が編成された。



リーブノートレイス野外倫理センターが独
⽴する。連邦国⽴公園局、森林局、⼟地管
理局、⿂類野⽣動物局がリーブノートレイ
スの正式パートナーとして調印した。ダ
ナ・ワッツが初代代表理事として就任し
た。



全⽶野外指導者学校
（NOLS）がLNTセンターの公
式なパートナーとして、最初
の5⽇間のマスターエデュケー
ターコースを開催した。



国⽴公園には年間287百万⼈、国⽴森
林公園には900百万⼈の来園者がある
など、国有地におけるアウトドアレ
クリエーション⼈⼝が激増した。
LNTのパートナーであるスバルが、
最初のLNTトラベルトレーナーチー
ムを派遣した。



LNTセンターは、連邦の教育
助成⾦を受け、全⽶各地に教
材を配布し、ボランテイア⽀
援者を増やしていった。



PEAK(Promoting 
Environmental Awareness 
in Kids）プログラムが学校
教育に導⼊された。



アウトドアユーザーの80％以上がフ
ロントカントリーで活動しているこ
とが明らかとなり、フロントカント
リーでのLNTの必要性が⾼まった。
LNTセンターはオーストラリアにて
最初の国際ブランチ設⽴の⽀援を
⾏った。



４０州がLNTボランティア
⽀援者の州団体を組織し
た。
LNTセンターはスコットラ
ンドにて、欧州連合プログ
ラムとして、最初の国際
コースを開催した。



10代の⻘年向けの
PEAKプログラムを発表
した。



⼦ども向け、⻘年向け
PEAKプログラムがスペ
イン語に翻訳された。
３つのスバルトラベル
トレーナーチームが、
全⽶各地に派遣され
た。



LNTセンターは、さまざまな
コミュニティーに対する⽀援
プログラムを開始した。ネイ
ティブアメリカンに対する最
初のマスターエデュケーター
コースを開催した。

州⽴公園管理協会が連邦⼟地
管理機関に加盟しLNTを採択
した。



ツイッターのフォロアー
が6ヶ⽉で30倍に増加し
た。
LNTセンターはオンライ
ントレーニングコースを
導⼊し、LNTの教育がよ
り多くの⼈に⾏きわたる
ようになった。



ケンタッキー州レッドリ
バーゴージが、LNTの最初
のホットスポットに選ばれ
た。
環境への責任ある⾏動を⾏
うビックフットチャレンジ
に、15,000⼈が参加した。
LNTはSNSを通じて毎⽇
35,000⼈に届いた。



各地で裏庭プログラム
が開催された。
LNTの助成コースが、
87,000⼈の⼦どもに提
供された。



滞在型のアウトドアレクリエーショ
ン⼈⼝が1億4千万⼈に増加した。
70万⼈がホットスポットプログラム
に参加した。
31万⼈がLNTトレーナーコースに参
加した。



LNTセンターは、全⽶の

「真実キャンペーン」に参
加し、1千万⼈に対して、野

外での禁煙キャンペーンを
⾏なった。２つの研究が
LNTのキャンペーンの効果

を明いかにした。



グランドキャニオン国⽴公園とマ

ウンテンバイクのガイドラインを

共同開発した。

野外での⼦どもと⻘年プログラム

に、全⽶で118,000⼈が参加し

た。

サンフランシスコ市と、都市にお

けるLNTプログラムを共同開発し

た。



LNTセンターは２つの⽬標を掲げ
た。
・LNTを全ての公園に：公園を訪
れた全ての⼈が、その環境を守る
意識と技術を⾝につけるため
・LNTを全ての⼦どもたちに：彼
らが環境を理解し、未来の環境に
責任ある市⺠を育てるため



ペンシルベニア州⽴⼤学と⼩学5年⽣
338名を対象とした共同研究で、LNTの
教育効果が実証された。
「市⺠サイエンス」が、環境モニタリ
ングのツールとして開始された。

５つのスバルトラベルチームが、全⽶
で601イベントを⾏い、1千5百万⼈が
参加した。



ホットスポットプログラ
ムで、19の地域で、永続
的な解決策を提供した。

LNTワークショップを
235,000⼈の⻘年に提供
した。



デナリ、グランドティ
トン、ヨセミテの３つ
の国⽴公園で、ゼロ埋
め⽴て調査の2年⽬が
開始された。

国⽴公園には、318百
万⼈が来園した。



あなたのアク
ションがLNT
の次の未来を
作ります
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